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	 	 Ohira et al. (2017) は北西太平洋で、1,130 ㎞にわたりモホ反射面をしら
べた。この測線で明瞭なモホがあるのは 60 ㎞（全体の６％）のみであった。
一方、Aghaei et al. (2014) は、最近 18 万年間の高速拡大境界（東太平洋海嶺)
におけるモホの形成過程を明らかにした。海嶺に沿った約 40 ㎞の狭い範囲
であるが、この地域の北部ではモホはないか、弱い。一方、南部は強いモホ













Transition Zone）と呼ばれている（Boudier & Nicholas, 1995）。その厚さは地
域によって異なり、数メートルから数百メートルにおよぶ様々な厚さを持つ
（Abily & Ceuleneer, 2013; Akizawa et al., 2012 など）。ダナイト層が厚い場合
は下部地殻とダナイトの境界は明瞭であるが、ダナイト層が薄い場合は、地
殻とマントルの境界には多くのガブロの貫入岩が見られる（Boudier & 
Nicholas, 1995）。つまり MTZ の中でも、分厚いダナイト層がモホ反射面を
つくる可能性が高い。つまり、モホは分厚いダナイトではないのか。 
	 	 オマーンオフィオライトにおいて、Koepke et al. (2005; 2007)は下部地殻
のはんれい岩が海水により含水融解をおこしたと結論している。さらに、中
央海嶺における断層により、海水がマントルに到達したことが示唆されてい









et al., 2016)と中央海嶺でモホができるメカニズムは同じということになる。 
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